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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナポートセットを形成することと、ここにおいて、前記アンテナポートセットは
、伝送リソースのセットを共有する複数のアンテナポートを備える、
　前記アンテナポートセットにアンテナポートセットインデックスを割り当てることと、
　ユーザ機器リファレンスシグナル（ＵＥ－ＲＳ）に伝送リソースを割り当てることと、
ここにおいて、前記ＵＥ－ＲＳは、擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケンスによってスクラン
ブルされ、前記擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケンスは、前記アンテナポートセットインデ
ックスから独立している初期化シーケンスを用いて初期化され、前記割り当てることは、
前記初期化された擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケンスを用いて前記伝送リソースに前記Ｕ
Ｅ－ＲＳをマッピングすることを備え、前記マッピングは、前記アンテナポートセットイ
ンデックスの関数である、および
　前記アンテナポートセット内の前記アンテナポートから前記ＵＥ－ＲＳを伝送すること
と、
　を備える、マルチ入力マルチ出力ＭＩＭＯシステムで実行される、無線通信方法。
【請求項２】
　前記アンテナポートセット内の前記複数のアンテナポートからの前記ＵＥ－ＲＳ伝送が
周波数領域直交多重化（frequency domain orthogonally multiplexed）される、請求項
１の方法。
【請求項３】
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　前記アンテナポートセット内の前記複数のアンテナポートからの前記ＵＥ－ＲＳ伝送が
符号領域直交多重化（code domain orthogonally multiplexed）される、請求項１の方法
。
【請求項４】
　前記ＭＩＭＯシステムが８個のアンテナポートを備え、
　前記形成することは、
　アンテナポートセットを４セット形成することと、各アンテナポートセットは一対のア
ンテナポートを備える、および
　アンテナポートセットを２セット形成することと、各アンテナポートセットは４個のア
ンテナポートを備える、のうちの１つを備える、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスの前記初期化は、その中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべき
サービスを提供しているセルの識別（identification）を用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケン
スを初期化することをさらに備える、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスの前記初期化には、その中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべ
きシンボルのインデックスを用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化することをさらに
備える、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記割り当てられた伝送リソースが異なるシンボルに跨って連続していない、請求項６
の方法。
【請求項８】
　前記マッピングは、その中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべき１つまたは複数のスロッ
ト数、物理リソースブロックインデックス、前記ＵＥ－ＲＳ伝送を受信するユーザ機器に
よりサポートされているアンテナポートセットの最大数、またはそれらの組み合わせに少
なくとも部分的にさらに基づく、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記マッピングは、前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべき共通データチャネルに割り当てら
れている帯域幅から独立している、請求項８の方法。
【請求項１０】
　前記マッピングは、２個の異なる物理リソースブロックインデックスのために少なくと
も２種類の異なる物理リソース割り当てを生成する、請求項８の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスが、共通リファレンスシグナル伝送の割り当てに用いられる
初期化シーケンスとは異なっている、請求項１の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを前記初期化することは、
【数１】

を用いて初期化することを備え、ここで、Ｃｉｎｉｔは前記ＵＥ－ＲＳシーケンスであり
、ｎｓはスロット数であり、ｌはその中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべきシンボルのイ
ンデックスであり、

【数２】

はサービスを提供しているセルの識別であり、Ｃは定数である、請求項１の方法。
【請求項１３】
　前記マッピングは、
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【数３】

を用いてマッピングすることを備え、ここで、
【数４】

は前記伝送リソースに対応する複素数値化された変調シンボルを表し、
【数５】

は前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを表し、ｎｓはスロット数であり、ｌはその中で前記ＵＥ－
ＲＳが伝送されるべきシンボルのインデックスであり、ｍ’は
【数６】

を用いて計算され、ここで、ＭａｘＮｕｍＡｎｔＰｏｒｔＳｅｔｓはシステムパラメータ
であり、Ｎ（ｎｓ）はシンボル毎のリソースブロック毎の前記ＵＥ－ＲＳ伝送に割り当て
られたリソースエレメントの数であり、ｎＰＲＢは物理リソースブロックの識別であり、
ＡｎｔＰｏｒｔＳｅｔｓＩｎｄｅｘは前記アンテナポートセットインデックスであり、Ｎ
’は変数である、請求項１の方法。
【請求項１４】
　前記割り当てることは、前記アンテナポートセットインデックスを用いて前記ＵＥ－Ｒ
Ｓシーケンスを初期化することを備える、請求項１の方法。
【請求項１５】
　前記割り当てることは、前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを用いて前記伝送リソースを前記Ｕ
Ｅ－ＲＳにマッピングすることをさらに備え、ここにおいて、前記マッピングは、前記ア
ンテナポートセットインデックスから独立しているオフセットである、請求項１４の方法
。
【請求項１６】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスの前記初期化は、その中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべき
サービスを提供しているセルの識別を用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化すること
をさらに備える、請求項１４の方法。
【請求項１７】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスの前記初期化には、その中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべ
きシンボルのインデックスを用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化することをさらに
備える、請求項１４の方法。
【請求項１８】
　前記割り当てられた伝送リソースが異なるシンボルに跨って連続していない、請求項１
７の方法。
【請求項１９】
　前記マッピングは、その中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべきスロット数および物理リ
ソースブロックインデックスにさらに応じている、請求項１５の方法。
【請求項２０】
　前記マッピングは、前記ＵＥ－ＲＳ伝送を受信するユーザ機器によりサポートされてい
るアンテナポートセットの最大数にさらに応じている、請求項１５の方法。
【請求項２１】
　前記マッピングは、その上で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべき共通データチャネルに割
り当てられている帯域幅から独立している、請求項１９の方法。
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【請求項２２】
　前記マッピングは、２種類の異なる物理リソースブロックインデックスのために少なく
とも２種類の異なる物理リソース割り当てを生成する、請求項１９の方法。
【請求項２３】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスが、共通リソースシグナル伝送の割り当てに用いられる初期
化シーケンスとは異なっている、請求項１４の方法。
【請求項２４】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを前記初期化することは、
【数７】

を用いて初期化することを備え、ここで、Ｃｉｎｉｔは前記初期化されたシーケンスであ
り、ｎｓはスロット数であり、ｌはその中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべきシンボルの
インデックスであり、

【数８】

はサービスを提供しているセルの識別であり、ＡｎｔＰｏｒｔＳｅｔｓＩｎｄｅｘは前記
アンテナポートセットインデックスであり、Ｃ２は定数である、請求項１４の方法。
【請求項２５】
　前記マッピングは、

【数９】

を用いてマッピングすることを備え、ここで、
【数１０】

は前記伝送リソースに対応する複素数値化された変調シンボルを表し、
【数１１】

は前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを表し、ｌはシンボルのインデックスであり、ｎｓはその中
で前記ＵＥ－ＲＳが伝送されるべきスロット数であり、ｍ’は
【数１２】

を用いて計算され、ここで、Ｎ（ｎｓ）はシンボル毎のリソースブロック毎の前記ＵＥ－
ＲＳ伝送に割り当てられたリソースエレメントの数であり、ｎＰＲＢは物理リソースブロ
ックの識別であり、Ｎ’は変数である、請求項１５の方法。
【請求項２６】
　アンテナポートセットと関連付けられたアンテナポートセットインデックスの割り当て
を受信することと、ここにおいて、前記複数のアンテナポートは伝送リソースのセットを
共有する、
　ユーザ機器が、ユーザ機器リファレンスシグナル（ＵＥ－ＲＳ）の伝送を受信すること
と、前記ＵＥ－ＲＳの前記伝送は、初期化された擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケンスを用
いて前記伝送リソースにマッピングされ、前記マッピングは、前記アンテナポートセット
インデックスの関数である、
を備え、ここにおいて、前記ＵＥ－ＲＳは、前記擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケンスによ
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ってスクランブルされ、前記擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケンスは、前記アンテナポート
セットインデックスから独立している初期化シーケンスを用いて初期化される、マルチ入
力マルチ出力ＭＩＭＯシステムで実行される無線通信方法。
【請求項２７】
　前記アンテナポートセット内の前記複数のアンテナポートからの伝送が周波数領域直交
多重化または符号分割直交多重化される、請求項２６の方法。
【請求項２８】
　前記受信は、
　前記アンテナポートセットインデックスを用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化す
ること、および
　前記初期化されたシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピングすることを
さらに備え、ここにおいて、前記マッピングが、前記アンテナポートセットインデックス
から独立しているオフセットである、請求項２６の方法。
【請求項２９】
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化することは、その中で前記ＵＥ－ＲＳが伝送される
べきサービスを提供しているセルの識別を用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化する
ことをさらに備える、請求項２６の方法。
【請求項３０】
　前記受信が、
　前記アンテナポートセットインデックスを用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化す
ること、および
　前記初期化されたＵＥ－ＲＳシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピング
することとをさらに備え、ここにおいて、前記マッピングが、前記アンテナポートセット
インデックスから独立しているオフセットである、請求項２６の方法。
【請求項３１】
　アンテナポートセットと関連付けられたアンテナポートセットインデックスの割り当て
を少なくとも一台のコンピュータに受信させる命令と、ここにおいて、前記複数のアンテ
ナポートは、伝送リソースのセットを共有する、
　ユーザ機器リファレンスシグナル（ＵＥ－ＲＳ）の伝送を前記少なくとも一台のコンピ
ュータに受信させる命令とを備え、前記伝送は、初期化された擬似ランダムＵＥ－ＲＳシ
ーケンスを用いて前記伝送リソースにマッピングされ、前記マッピングは、前記アンテナ
ポートセットインデックスの関数であり、ここにおいて、前記ＵＥ－ＲＳは前記擬似ラン
ダムＵＥ－ＲＳシーケンスによってスクランブルされ、前記擬似ランダムＵＥ－ＲＳシー
ケンスは、前記アンテナポートセットインデックスから独立している初期化シーケンスを
用いて初期化される、コンピュータプログラム。
【請求項３２】
　メモリユニットと、
　前記メモリユニットに結合された少なくとも１つのプロセッサとを備えるマルチ入力マ
ルチ出力ＭＩＭＯシステムにおいて使用するための無線通信装置であって、前記少なくと
も１つのプロセッサは、
　アンテナポートセットと関連付けられたアンテナポートセットインデックスの割り当て
を受信することと、ここにおいて、前記複数のアンテナポートは、伝送リソースのセット
を共有する、
　ユーザ機器リファレンスシグナル（ＵＥ－ＲＳ）の伝送を受信することとを行うように
構成され、ここにおいて、前記伝送は、初期化された擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケンス
を用いて前記伝送リソースにマッピングされ、前記マッピングは、前記アンテナポートセ
ットインデックスの関数であり、前記ＵＥ－ＲＳは、前記擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケ
ンスによってスクランブルされるように構成され、前記擬似ランダムＵＥ－ＲＳシーケン
スは、前記アンテナポートセットインデックスから独立している初期化シーケンスを用い
て初期化される、無線通信装置。
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【請求項３３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記アンテナポートセットインデックスを用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化す
ることと、
　前記初期化されたＵＥ－ＲＳシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピング
することと
　を行うようにさらに構成され、ここにおいて、前記マッピングが、前記アンテナポート
セットインデックスから独立しているオフセットである、請求項３２の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 [関連出願の相互参照]
　この出願は、２００９年１０月１５日に出願がなされている「無線通信におけるリファ
レンスシグナルシーケンスマッピングの方法および装置（METHOD AND APPARATUS FOR REF
ERENCE SIGNAL SEQUENCE MAPPING IN WIRELESS COMMUNICATION）」と言う名称の米国仮特
許出願通し番号６１／２５１，９３９の利益を主張する。この米国仮特許出願は、この言
及により全体的にここに明確に含まれる。
【背景技術】
【０００２】
 [Ｉ．　技術分野]
　以下の記述は、無線通信に概ね関係しているが、リファレンスシグナルをチャネルで伝
送するためのリソースエレメントのマッピングに特に関係している。
【０００３】
 [ＩＩ．　関連する背景]
　無線通信システムは、音声やデータなどのような様々な種類の通信内容を供給するため
に広く展開されている。無線通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯
域幅や伝送電力）の共有により複数のユーザとの通信をサポートすることの可能な多元接
続システム（multiple-access systems）であり得る。そのような多元接続システムには
、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ：code division multiple access）システム、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ：time division multiple access）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ：frequency division multiple access）システム、３ＧＰＰ長期的高度化（Ｌ
ＴＥ：Long Term Evolution）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ：orthogo
nal frequency division multiple access）システムが例として含まれる。
【０００４】
　一般に、無線多元接続通信システムは複数台の無線端末の通信を同時にサポートするこ
とができる。個々の端末は、順方向や逆方向の両リンクでの伝送により一台以上の基地局
と通信をする。順方向リンク（またはダウンリンク）は基地局から端末に向かう通信リン
クを言い、逆方向リンク（またはアップリンク）は端末から基地局に向かう通信リンクを
言う。この通信リンクは、シングルインシングルアウト（single-in-single-out）、マル
チインシグナルアウト（multiple-in-signal-out）、マルチインマルチアウト（ＭＩＭＯ
：multiple-in-multiple-out）のいずれかのシステムにより確立することができる。
【０００５】
　ＭＩＭＯシステムでは、複数（ＮＴ）本の送信アンテナと複数（ＮＲ）本の受信アンテ
ナとがデータの伝送に用いられている。ＮＴ本の送信アンテナとＮＲ本の受信アンテナと
により形成されるＭＩＭＯチャネルは、空間チャネル（spatial channels）と呼ばれるこ
ともあるＮＳ本の独立したチャネルに分解することができる。ここで、ＮＳ＜ｍｉｎ｛Ｎ

Ｔ，ＮＲ｝である。ＮＳ本の独立したチャネルの各々は次元（dimension）に対応してい
る。ＭＩＭＯシステムでは、送信および受信のそれぞれに用いられる複数本のアンテナに
よりもたらされる付加的な次元数（additional dimensionalities）を利用すればパフォ
ーマンスを改善することができる（例えば、スループットおよび信頼性の両方または一方
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を高めることができる）。
【０００６】
　無線システムでは、チャネルの特徴付けやパフォーマンスの改善のためにアップリンク
（ＵＬ：uplink）やダウンリンク（ＤＬ：downlink）の指示（direction）にリファレン
スシグナル（reference signals）が度々用いられる。長期的高度化（ＬＴＥ）仕様書の
リリース第８版（Ｒｅｌ－８: Release-8 version）のような従来の無線システムでは、
ＵＬやＤＬの指示においてリファレンスシグナルの伝送に用いられる時間または周波数の
位置を選択するために幾つかのアルゴリズムが定義されている。しかし、このような従来
のアルゴリズムは、ユーザ機器リファレンスシグナル（ＵＥ－ＲＳ：user equipment ref
erence signal）のような特定のリファレンスシグナルの単一レイヤ伝送（single layer 
transmission）に限定されている。ＬＴＥリリース９（Ｒｅｌ－９：Release 9）ではマ
ルチユーザマルチ入力マルチ出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ：multi-user multiple-input, multi
ple-output）無線システムが導入されているので、リファレンスシグナルフレームワーク
を拡張してアンテナの本数の増大や伝送の複数の層におけるビームフォーミングをサポー
トする必要がある。
【発明の概要】
【０００７】
　この開示で提供されるシステムや方法は以上に述べた必要性その他を満たしている。概
括的な言葉で簡単に言えば、ここに開示されているどの構想もＭＩＭＯシステムにおいて
ＵＥ－ＲＳに伝送リソースをマッピングするための方法および装置を提供する。
【０００８】
　実施態様の基本的な理解が得られるように幾つかの実施態様を以下に簡単に要約する。
以下に示す要約は、創案された全実施態様の広範囲に亘るあらましでもなければ、全実施
態様の鍵となる重要な諸要素を特定したり任意のまたは全ての実施態様の範囲を描写した
りすることを意図したものでもない。要約の唯一の目的は、後に提示される詳細な説明の
序文として幾つかの実施態様の着想を簡単な形式で提示することである。
【０００９】
　ある態様として、マルチ入力マルチ出力のＭＩＭＯシステムで実施される無線通信方法
が開示されている。この方法は、２個以上のアンテナポートで構成されているアンテナポ
ートセットを１セット以上形成することと、アンテナポートセットインデックスに少なく
とも部分的に基づいてユーザ機器リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳに伝送リソースを割り
当てることとで構成されている。
【００１０】
　別の態様として、マルチ入力マルチ出力のＭＩＭＯシステムに用いられる無線通信装置
が開示されている。この装置は、２個以上のアンテナポートで構成されているアンテナポ
ートセットを１セット以上形成する手段と、アンテナポートセットインデックスに少なく
とも部分的に基づいてユーザ機器リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳに伝送リソースを割り
当てる手段とで構成されている。
【００１１】
　別の態様として、コンピュータ可読記憶媒体から成るコンピュータプログラム製品が開
示されている。コンピュータ可読記憶媒体は、２個以上のアンテナポートで構成されてい
るアンテナポートセットを１セット以上形成することを少なくとも一台のコンピュータに
行わせる命令と、アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいてユー
ザ機器リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳに伝送リソースを割り当てることを少なくとも一
台のコンピュータに行わせる命令とを有している。
【００１２】
　別の態様として、プロセッサから成る無線通信装置が開示されている。プロセッサは、
２個以上のアンテナポートで構成されているアンテナポートセットを１セット以上形成す
ることや、アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいてユーザ機器
リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳに伝送リソースを割り当てることを行うように構成され
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ている。
【００１３】
　別の態様として、マルチ入力マルチ出力のＭＩＭＯシステムで実施される無線通信方法
が開示されている。この方法は、アンテナポートセットが２個以上のアンテナポートで構
成されているアンテナポートセットインデックスの割り当てを受信することと、アンテナ
ポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づくユーザ機器リファレンスシグナル
ＵＥ－ＲＳの伝送を受信することとで構成されている。
【００１４】
　別の態様として、マルチ入力マルチ出力のＭＩＭＯシステムに用いられる無線通信装置
が開示されている。この装置は、アンテナポートセットが２個以上のアンテナポートで構
成されているアンテナポートセットインデックスの割り当てを受信する手段と、アンテナ
ポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づくユーザ機器リファレンスシグナル
ＵＥ－ＲＳの伝送を受信する手段とで構成されている。
【００１５】
　別の態様として、コンピュータ可読記憶媒体からなるコンピュータプログラム製品が開
示されている。コンピュータ可読記憶媒体は、アンテナポートセットが２個以上のアンテ
ナポートの論理グループで構成されているアンテナポートセットインデックスの割り当て
の受信およびアンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づくユーザ機器
リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳの伝送の受信を少なくとも一台のコンピュータに行わせ
る命令を有している。
【００１６】
　別の態様として無線通信装置が開示されている。この通信装置は、アンテナポートセッ
トが２個以上のアンテナポートの論理グループで構成されているアンテナポートセットイ
ンデックスの割り当ての受信およびアンテナポートセットインデックスに少なくとも部分
的に基づくユーザ機器リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳの伝送の受信をするように構成さ
れているプロセッサを具備している。
【００１７】
　以下に詳しく説明されていて特許請求の範囲に特に指摘されている諸特徴が上述の目的
や関連した目的を達成するためにどの態様にも含まれている。以下の記述や添付図面は、
幾つかの例示的な態様を明らかにしているが、それらの態様のそれぞれの原理を適用する
ことのできる様々な方法のごく一部を示しているに過ぎない。他の利点や新規な特徴は、
以下に示す発明の詳細な説明を図面と一緒に考慮すれば自ずと明らかになる。以下に開示
されている諸態様の詳細な説明は前述のように種々様々に異なる態様の全てやそれらの均
等物を含むことを意図してなされている。
【００１８】
　本開示の特徴、本質、利点は、類似している参照符号が対応要素を全体に亘って表して
いる図面と一緒に考慮すれば以下に示す発明の詳細な説明から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、一態様による多元接続無線通信システムの図である。
【図２】図２は、無線通信トランシーバ装置のブロック図である。
【図３】図３は、伝送フォーマットを模式的に表した図である。
【図４】図４は、共通リファレンスシグナルに対する伝送リソース割り当ての例を示す図
である。
【図５】図５は、共通リファレンスシグナルに対する伝送リソース割り当ての別の例を示
す図である。
【図６】図６は、ＵＥ－ＲＳリソースマッピングの例を示す図である。
【図７】図７は、物理ダウンリンク共有制御チャネルに割り当てられるリソースの模式図
である。
【図８】図８は、ＵＥ－ＲＳの伝送用リソース割り当てパターンの例を示す図である。
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【図９】図９は、ＵＥ－ＲＳの伝送用リソース割り当てパターンの別の例を示す図である
。
【図１０】図１０は、リファレンスシグナルの伝送用リソース割り当てパターンの例を示
す図である。
【図１１】図１１は、リファレンスシグナルの伝送用リソース割り当てパターンの別の例
を示す図である。
【図１２】図１２は、ユーザ機器リファレンスシグナル（ＵＥ－ＲＳ）のリソース割り当
てパターンの例を示す図である。
【図１３】図１３は、ユーザ機器リファレンスシグナル（ＵＥ－ＲＳ）のリソース割り当
てパターンの別の例を示す図である。
【図１４】図１４は、無線通信のプロセスをフローチャートにして示す図である。
【図１５】図１５は、無線通信装置を図解したブロック図である。
【図１６】図１６は、無線通信のプロセスをフローチャートにして示す図である。
【図１７】図１７は、無線通信装置を図解したブロック図である。
【詳細な説明】
【００２０】
　これから図面を参照して様々な態様を説明する。どの態様も完全に理解することができ
るように多くの具体的な詳細を説明の目的で以下に提示する。しかし、ここに示す具体的
な詳細がなくても様々な態様を実施することができることは明らかである。また、種々の
態様の記述を容易にするために周知の構造や装置をブロック図の形式で示す場合もある。
【００２１】
　ここに記載するどの技術も様々な無線通信ネットワークに用いることができる。ここに
記載する技術を用いることのできる無線通信ネットワークには、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ：Code Division Multiple Access）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ：Tim
e Division Multiple Access）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ：frequenc
y Division Multiple Access）ネットワーク、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ：Or
thogonal FDMA）ネットワーク、単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ：Singl
e-Carrier FDMA）ネットワーク、その他がある。「ネットワーク」と「システム」と言う
用語は往々にして区別なく用いられている。ＣＤＭＡネットワークでは、ユニバーサル地
上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＣＤＭＡ２０００
、その他のような無線技術を実施することができる。ＵＴＲＡには、広帯域符号分割多元
接続（Ｗ－ＣＤＭＡ：Wideband-CDMA）やローチップレート（ＬＣＲ：Low Chip Rate）が
含まれる。ＣＤＭＡ２０００には、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、ＩＳ－８５６の諸規格
が網羅されている。ＴＤＭＡネットワークでは、移動体通信のためのグローバルシステム
（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）のような無線技術
を実現することができる。ＯＦＤＭＡネットワークでは、進化したＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲ
Ａ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥＥＥ８０２．
２０、フラッシュＯＦＤＭ（登録商標）（Flash-OFDM（登録商標））、その他のような無
線技術を実現することができる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭは、ユニバーサルモバ
イル通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication system）の一部で
ある。長期的高度化（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを用いたＵＭＴＳの来たるべきに公開の
ものである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥは、「第３世代パート
ナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Project）と言う名
称の組織による文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００は、「第３世代パートナーシッ
ププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と言う名称
の組織による文書に記載されている。無線に関するこれらの様々な技術や規格はこの技術
分野では公知である。明瞭にするために、以下ではＬＴＥに関する技術的な観点を幾つか
述べる。以下の記述にはＬＴＥ関連の用語が多用されている。
【００２２】
　単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、単一キャリア変調および周波数
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領域等化を用いる技術である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムと性能は類似して
いて全体的な複雑さは本質的に同じである。ＳＣ－ＦＤＭＡは、本来的に単一キャリアの
構造なのでピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）が低い。Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡは、非常に注目されているが、低いＰＡＲＰが送信電力効率の点で移動端末
に役立つのでアップリンクの通信では特に注目されている。目下のところ、３ＧＰＰ長期
的高度化（ＬＴＥ）である進化したＵＴＲＡにおいて機能するアップリンク多元接続方式
（uplink multiple access scheme）として有望視されている。
【００２３】
　図１には、一態様に基づく多元接続無線通信システム（multiple access wireless com
munication system）が例示されている。アクセスポイント１１０（ＡＰ）は複数のアン
テナ群を有している。一つの群は１０４と１０６とで構成されていて、別の群は１０８と
１００とで構成されている。さらに別の群は１１２と１１４とで構成されている。図１に
はアンテナ群毎に二本のアンテナしか示されていないが、個々のアンテナ群にはもっと多
くのアンテナを用いても構わないし、もっと少ないアンテナを用いても構わない。アクセ
ス端末１２０（ＡＴ）はアンテナ１１２および１１４と通信をしている。ここでアンテナ
１１２および１１４は、順方向リンク１１６によりアクセス端末１２０に情報を送信し、
逆方向リンク１１８によりアクセス端末１２０から情報を受信している。アクセス端末１
２２はアンテナ１０６および１０８と通信をしている。ここで、アンテナ１０６および１
０８は順方向リンク１２６によりアクセス端末１２２に情報を送信し、逆方向リンク１２
４によりアクセス端末１２２から情報を受信している。ＦＤＤシステムでは、通信リンク
１１８、１１６、１２４、１２６は通信に異なる周波数を用いている可能性がある。例え
ば順方向リンク１１６は、逆方向リンク１１８で使用している周波数そして異なる周波数
を用いている可能性がある。
【００２４】
　各群のアンテナが通信するように設計されている領域とアンテナの各群は両方または一
方がしばしばアクセスポイントのセクタと呼ばれる。この実施態様では、アクセスポイン
ト１１０がカバーしている領域のある一つのセクタの中のアクセス端末と通信をするよう
にどのアンテナ群も設計されている。
【００２５】
　順方向リンク１１６および１２６による通信でアクセスポイント１１０の送信アンテナ
はビームフォーミングを利用して異なるアクセス端末１２０および１２２のそれぞれの順
方向リンクの信号対雑音比を改善している。また、有効範囲全体に亘って不規則に点在し
ているアクセス端末に送信する際にビームフォーミングを用いているアクセスポイントは
、一本のアンテナで全アクセス端末に送信をしているアクセスポイントに比べて隣接セル
のアクセス端末に干渉を引き起こすことは少ない。
【００２６】
　アクセスポイント１１０は、端末と通信をするために用いられる固定局で構わないが、
アクセスポイント、ノードＢ（ｅＮＢ）、その他の用語で呼ばれることもある。アクセス
端末も、アクセス端末、ユーザ機器（ＵＥ：user equipment）、無線通信装置、端末、ア
クセスターミナル、その他の用語で呼ばれることがある。
【００２７】
　図２は、ＭＩＭＯシステム２００における送信機システム２１０（アクセスポイントや
ｅＮＢとしても知られている）および受信機システム２５０（アクセス端末やＵＥとして
も知られている）の実施態様のブロック図である。送信機システム２１０では、データソ
ース２１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ２１４に複数本のデータストリームに関す
るトラフィックデータが供給される。
【００２８】
　ある実施態様では、各データストリームがそれぞれの送信アンテナから送信される。Ｔ
Ｘデータプロセッサ２１４は、データストリームのために選択された特定の符号化方式に
基づいてトラフィックデータのフォーマットや符号化やインターリーブをデータストリー
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ム毎に行って符号化されたデータを供給する。
【００２９】
　データストリーム毎に符号化された符号化データはＯＦＤＭ技術を用いてパイロットデ
ータで多重化される。一般にパイロットデータは、既知の方法で処理されている既知のデ
ータパターンであり、チャネル応答を推定するために受信機システムで使用される。次に
、データストリーム毎に多重化されたパイロットと符号化データとが、当該データストリ
ームのために選択された特定の変調方式（例えば、ＢＰＳＫ、ＱＳＰＫ、Ｍ－ＰＳＫ、Ｍ
－ＱＡＭのいずれか）に基づいて変調されて変調シンボルが供給される。プロセッサ２３
０が実行する命令によってデータストリーム毎にデータレートや符号化や変調を決めるこ
とができる。
【００３０】
　次に、全データストリームの変調シンボルがＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０に供給さ
れる。このプロセッサは変調シンボルを（例えば、ＯＦＤＭ用に）さらに処理する。ＴＸ
　ＭＩＭＯプロセッサ２２０はＮＴ本の変調シンボルストリームをＮＴ台の送信機（ＴＭ
ＴＲ）２２２ａ～２２２ｔに供給する。幾つかの実施態様ではＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ
２２０は、データストリームのシンボルやこのシンボルを送信しているアンテナにビーム
フォーミングの重みを加えている。
【００３１】
　各送信機２２２は、それぞれのシンボルストリームの受信および処理をして一種類以上
のアナログ信号を供給し、さらに当該アナログ信号の調整（例えば、増幅やフィルタリン
グやアップコンバート）をしてＭＩＭＯチャネルによる送信に好適な変調信号を供給する
。送信機２２４ａ～２２２ｔからのＮＴ本の変調シンボルストリームはＮＴ本のアンテナ
２２４ａ～２２４ｔからそれぞれ送信される。
【００３２】
　受信機システム２５０では、送信された変調信号がＮＲ本のアンテナ２５２ａ～２５２
ｒで受信され、各アンテナ２５２からの受信信号がそれぞれの受信機（ＲＣＶＲ）２５４
ａ～２５４ｒに供給される。各受信機２５４は、それぞれの受信信号の調整（例えば、フ
ィルタリングや増幅やダウンコンバート）をし、調整した信号をデジタル化してサンプル
を供給し、このサンプルをさらに処理して対応する「受信」シンボルストリームを供給す
る。
【００３３】
　ＲＸデータプロセッサ２６０は、ＮＲ台の受信機２５４からＮＲ本の受信シンボルスト
リームを受信し、特定の受信機処理技術に基づく処理を施してＮＴ本の「検出」シンボル
ストリームを供給する。次に、ＲＸデータプロセッサ２６０は復調やデインターリーブや
復号の処理を個々の検出シンボルストリームに施してデータストリームのトラフィックデ
ータを回復する。ＲＸデータプロセッサ２６０による処理は、送信機システム２１０でＴ
Ｘ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０やＴＸデータプロセッサ２１４が実行する処理の補完であ
る。
【００３４】
　プロセッサ２７０は、どのプリコーディングマトリックス（pre-coding matrix）を使
用するのかを周期的に決定する（下に述べる）。プロセッサ２７０は、マトリックスイン
デックス部（matrix index portion）とランク値部（rank value portion）とから成る逆
方向リンクメッセージを形成する。
【００３５】
　逆方向リンクメッセージは、通信リンクおよび受信データストリームの両方または一方
に関する様々な種類の情報から成っている。逆方向リンクメッセージは、複数本のデータ
ストリームに関するトラフィックデータをデータソース２３６から受信することも行うＴ
Ｘデータプロセッサ２３８によって処理され、変調器２８０によって変調され、送信機２
５４a～２５４rによって調整および送信が行われて送信機システム２１０に戻される。
【００３６】
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　送信機システム２１０では、受信機システム２５０からの変調信号がアンテナ２２４で
受信され、受信機２２２で調整され、復調器２４０で復調され、ＲＸデータプロセッサ２
４２で処理されて、受信機システム２５０が送信した逆方向リンクメッセージが抽出され
る。プロセッサ２３０は、ビームフォーミングの重みを決めるのにどのプリコーディング
マトリックスを使用するのかを次に決定し、それから抽出メッセージを処理する。
【００３７】
　ある態様では論理チャネルが、制御チャネルとトラフィックチャネルとに分類されてい
る。論理制御チャネルは以下で構成されている。システム制御情報を一斉送信するＤＬチ
ャネルである報知制御チャネル（ＢＣＣＨ：Broadcast Control Channel）。ページング
情報を転送するＤＬチャネルであるページング制御チャネル（ＰＣＣＨ：Paging Control
 Channel）。マルチメディアブロードキャストおよびマルチキャストのサービス（ＭＢＭ
Ｓ：Multimedia Broadcast and Multicast Service）のスケジューリングや制御情報を一
本以上のＭＴＣＨｓに送信するために用いられるポイントツーマルチポイント（Point-to
-multipoint）ＤＬチャネルであるマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：Multicast C
ontrol Channel）。一般にこのチャネルは、ＭＢＭＳ（注意：古いＭＣＣＨ＋ＭＳＣＨ）
を受信するＵＥｓのみによりＲＲＣ接続の確立後に使用される。個別制御情報を転送する
ポイントツーポイントの双方向チャネルである個別制御チャネル（ＤＣＣＨ：Dedicated 
Control Channel）。これは、ＲＲＣ接続をしているＵＥｓに使用される。ある態様では
論理トラフィックチャネルは以下で構成されている。ユーザ情報の転送に一台のＵＥだけ
が使用するポイントツーポイント双方向チャネルである個別トラフィックチャネル（ＤＴ
ＣＨ：Dedicated Traffic Channel）。トラフィックデータを転送するためのポイントツ
ーマルチポイントＤＬチャネルとしてのマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ
：Multicast Traffic Channel）。
【００３８】
　ある態様では、トランスポートチャネルがＤＬおよびＵＬに分類されている。ＤＬトラ
ンスポートチャネルは、報知チャネル（ＢＣＨ：Broadcast Channel）、ダウンリンク共
有データチャネル（ＤＬ－ＳＤＣＨ：Downlink Shared Data Channel）、ページングチャ
ネル（ＰＣＨ：Paging Channel）で構成されている。ＰＣＨは、ＵＥの節電をサポートす
るもので（ＤＲＸサイクルがネットワークからＥＵに示される）、全セルによって報知さ
れ、制御やトラフィック用の別のチャネルに使用することのできる物理層（ＰＨＹ：phys
ical layer）リソースにマッピングされる。ＵＬトランスポートチャネルは、ランダムア
クセスチャネル（ＲＡＣＨ：Random Access Channel）、リクエストチャネル（ＲＥＱＣ
Ｈ：Request Channel）、アップリンク共有データチャネル（ＵＬ－ＳＤＣＨ：Uplink Sh
ared Data Channel）、複数本のＰＨＹチャネルで構成されている。どのＰＨＹチャネル
も一組のＤＬチャネルとＵＬチャネルとで構成されている。
【００３９】
　図３は、幾つかの無線システムのＤＬ伝送フォーマットを示している。この図は、「リ
ソースグリッド（resource grid）」と時々呼ばれるが、伝送リソースを表示している。
伝送は、無線フレーム３０２の連続的な伝送として論理的に構成することができる。無線
フレーム３０２は、例えば、継続時間が予め決められている。個々の無線フレーム３０２
は、複数のサブフレーム３０４としてさらに構成することができる。個々のサブフレーム
３０４は、複数個の直交周波数領域多重化（ＯＦＤＭ：orthogonal frequency domain mu
ltiplexing）シンボルを送信する複数本のスロット３０５で構成されている（シンボルの
送信は水平軸３１０に沿って描かれている）。各ＯＦＤＭシンボルは複数のサブキャリア
で構成されている（ことが垂直軸３１２に沿って描かれている）。少なくとも幾つかのサ
ブキャリアを互いに独立している異なるシグナルに割り当てることができる。例えばＬＴ
Ｅでは、無線フレーム３０２は１０ｍｓに相当していて、１ｍｓを占めるサブフレーム３
０４が１０個で構成されている。個々のサブフレーム３０４は、２個のスロット３０５（
偶数番号と奇数番号のスロット）を有している。正規のサイクリックプレフィクス（ＣＰ
：cyclic prefix）伝送では７個のＯＦＤＭシンボルがスロット３０５毎に伝送され、拡
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幾つかの構想では、図３にリソースエレメント３０６（ＲＥ）として示されているように
、１個のＯＦＤＭシンボルの１個のサブキャリアが伝送リソースの割り当てに関する最小
単位を表している。例えばＬＴＥでは１個のＲＥ３０６は、１個のＯＦＤＭシンボルに１
５ＫＨｚのサブキャリアを割り当てることに対応している。幾つかの構想では、特定数（
例えば、１２個）のサブキャリアを一単位としてサブキャリアが割り当てられて、特定の
伝送に割り当てられる一単位の伝送リソースを表す物理的リソースブロック（例えば、１
８０ＫＨｚ）を構成している。
【００４０】
　図３を参照すれば明らかなように、幾つかの構想では、特定の信号の伝送に割り当てら
れている伝送リソース（またはＲＥｓ３０６）は、無線フレームインデックスや、無線フ
レーム３０２内のサブフレームインデックス（例えば、０～９）や、サブフレーム３０４
内のスロットインデックス（例えば、０または１）や、スロット内のＯＦＤＭシンボルイ
ンデックスや、ＯＦＤＭシンボル内のサブキャリアインデックスの関数として変化するこ
とが分かる。特定の信号の伝送にＲＥｓ３０６を割り当てるためにスケジューラが実際に
使用することのできる自由度はこのように非常に高いが予測可能性や繰り返しを幾らか導
入することによって信号を伝送する際のＲＥｓ３０６の割り当てが容易になる。例えば、
この平易化によりスケジューラから計算の重荷が取り除かれるだけでなく、信号の伝送に
必要なＲＥの位置を所期の受信機に知らせるために必須の伝送オーバーヘッドを少なくす
ることができる。
【００４１】
　例えばＬＴＥでは、送信機と受信機の双方に知られている特定の予め決められているパ
ターンを用いて送信機と受信機のそれぞれで伝送に割り当てられているＲＥｓ３０６の位
置を算出しているので、リソースエレメントの位置を明示的に知らせる必要もなく特定の
伝送（例えば、リファレンスシグナル）のための伝送リソースの割り当てを実行すること
ができる。セル内干渉を減少させるためにリファレンスシグナルは、送信機と受信機の双
方が知っている所定の擬似ランダムシーケンスによりスクランブルされることがある。擬
似ランダムシーケンスは、送信機と受信機の両者が知っている初期化パラメータや初期化
シーケンスにより特定することができる。初期化シーケンスは、例えば、シンボル内の擬
似ランダムシーケンスを算出するために各シンボルの開始時に初期化される。ＲＥｓ３０
６で用いられる変調シンボル値の擬似ランダム割り当ては異なる伝送間の相互相関や干渉
を減少させたり除去したりするのに役立つ。さらに、ＲＥｓ３０６で用いられる変調シン
ボル値の擬似ランダム割り当てによりチャネル推定性能が改善される。
【数１】
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【００４２】
　式（３）に示されている初期化では帯域幅は不可知である（bandwidth agnostic）。す
なわちＣＲＳの割り当てには、ＲＥのマッピングに用いられるシーケンスジェネレータの
初期化に利用することのできる可能な限り最大のＤＬ帯域幅が用いられる。

【数３】
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【数４】

【数５】

【数６】
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【数７】

【数８】

【数９】

【００４３】
　帯域幅不可知の特徴は図４と図５とを比べれば明らかである。１５ＲＢｓシステム帯域
幅では、中心の６ＲＢｓ（図５のエントリ５０２）は６ＲＢｓシステム帯域幅の場合（図
４の第一列のエントリ４０２）と同じ一式のランダムサンプルを有している。
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【数１１】
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【数１３】
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【数１４】

【数１５】

【数１６】

【００４４】
　式（１０）～式（１２）により次の事柄から明らかである。個々のサブフレーム内では
選択された一式のランダムサンプルがＵＥ－ＲＳを含んでいる全てのシンボルまたはスロ
ットに亘って連続すること。さらに、複数のサブフレームに跨って一式の同じランダムサ
ンプルが異なる初期設定状態で用いられること。さらに、ＰＤＳＣＨの割り当てが連続し
ているか否かには無関係に個々のＵＥ－ＲＳシンボル内で一組のランダムサンプルが常に
連続していること。マッピングに用いられるこれらのシンボルインデックスは実際のシン
ボルインデックス（３，６，２，５）ではなくてＵＥ－ＲＳシンボル（０，１，２，３）
の発生順であること。
【００４５】
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　図６は、ＮＲＢ
ＰＤＳＣＨ＝３ＲＢｓの場合のマッピングを示す表６００である。行６

０８、６１０、６１２はＵＥ－ＲＳ伝送を受信しているＵＥ１２０に割り当てられている
３個のＲＢｓであるｎＰＲＢ，１、ｎＰＲＢ，２、ｎＰＲＢ，３、にそれぞれ対応してい
る。３個のＲＢｓは連続していても構わないし連続していなくても構わない。３個のＲＢ
ｓが連続している場合には、ｎＰＲＢ，３＝ｎＰＲＢ，２＋１＝ｎＰＲＢ，１＋２である
。これに対して３個のＲＢｓが連続していない場合にはｎＰＲＢ，３＞ｎＰＲＢ，２＞ｎ

ＰＲＢ，１であるが、ｎＰＲＢ，３＝ｎＰＲＢ，２＋１＝ｎＰＲＢ，１＋２は適用できな
い。行６１４、６１６、６１８、６２０は、シンボルインデックス番号３、６、２、５に
関するオフセット値にそれぞれ対応している。この例では、ＰＤＳＣＨに割り当てられて
いる３個のＲＢｓは連続していない。シンボルインデックス３（列６１４）のＵＥ－ＲＳ
マッピングは０（列６１４の先頭）から８（列６１４の下）まで並んでいる。矢印６０２
、６０４、６０６で示したように、リソースマッピングは１つのシンボルの終わりから次
のシンボルの初めに連なっている。（例えば、矢印６０２は列６１６の先頭のマッピング
インデックス「９」を指しているが、このマッピングインデックス「９」は先行するシン
ボルインデックス３の最後のインデックス「８」の続きである。）
　ｎＰＲＢ，１は０（システムの最初のＰＲＢ）に等しいとは限らないことも注意された
い。割り当てられているＰＤＳＣＨリソースではＵＥ－ＲＳのマッピングが連続している
ことを示している図６と同じマッピングを３個のＲＢｓが連続しているか否かには拘らず
適用することができる。
【００４６】
　二重ストリームビームフォーミングをサポートしている構想（例えば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ
－９）では、与えられたＲＥ内での伝送に２個のＵＥ－ＲＳアンテナポートを利用するこ
とができる。幾つかの構想では、２個のアンテナポートが符号分割多重（ＣＤＭ）化され
る。ＭＵ－ＭＩＭＯ動作では、擬似ランダムシーケンスと割り当てられたＰＤＳＣＨリソ
ースとを用いて二種類のＵＥ－ＲＳアンテナポートからの伝送の直交性をリソースマッピ
ング後にも維持すると有利である。しかし、式（９）から明らかなように、ＵＥに固有の
ＩＤに応じてシーケンスが初期化されると、対になっているＵＥｓ１２０のために生成さ
れたシーケンスが同じでなくなってしまう可能性がある。その結果、伝送の所望の直交性
が維持できなくなってしまう虞がある。おまけに、対になっているＵＥｓ１２０の間でも
ＵＥ－ＩＤｓは互いに知らないので対の一方のＵＥ１２０が用いた擬似ランダムシーケン
スを対の他方のＵＥ１２０が知らない可能性がある。このような非直交性や相手のランダ
ムシーケンスに関する未知の情報はＵＥ－ＲＳに深刻な干渉を引き起こす可能性があるの
で無線システムの性能が悪化してしまう虞がある。
【数１７】

【００４７】
　図７には、ＭＵ－ＭＩＭＯシステムにおいて一対のＵＥｓ１２０にＰＤＳＣＨリソース
を割り当てる例が示されている。第一のＰＤＳＣＨリソース７０２が第一のＵＥ１２０に
割り当てられていて、第二のＰＤＳＣＨ７０４が第一のＵＥ１２０と対になっている第二
のＵＥ１２０に割り当てられていることが示されている。第一および第二のそれぞれのＰ
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んでいないことが明らかである。このような場合には、対になっているＵＥｓ１２０にリ
ソースを割り当てる際に用いた擬似ランダムシーケンスには直交性がないかも知れない。
【数１８】

【数１９】



(22) JP 6158237 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

【数２０】

【００４８】
　幾つかの構想では、以下にさらに述べるように、割り当て密度が伝送ランクに依存する
ようにシーケンスをリソースエレメントにマッピングする技術を提供している。さらに、
幾つかの構想では、以下にさらに述べるように、ＵＥ－ＲＳ伝送用のＲＥｓ３０６の割り
当て位置がアンテナポートインデックスに依存している技術を提供している。例えば、２
個以上のアンテナポートが同じ一組のＲＥｓ３０６を共有することができ、しかもＣＤＭ
のようにアンテナポートを識別することができる。すなわち、一般に、ＣＤＭ（同じ周波
数リソースを占めている場合）とＦＤＭとの混合によりＵＥ－ＲＳアンテナポートを識別
することができる。さらに、幾つかの構想では、ＵＥ－ＲＳの割り当てパターンはＣＰの
種類（正規であるのか拡張であるのか）やサブフレームの種類、例えば、普通のサブフレ
ーム、ＴＤＤ（Time Division Duplex、時分割複信）（ＤｗＰＴＳ：Downlink Pilot Tim
e Slot）における特別のサブフレーム、リレイングバックホールサブフレーム（relaying
 backhaul subframes）、その他に依存している。

【数２１】

【００４９】
　式（１７）に用いられている様々なパラメータを以下に説明する。以下に説明するよう
に上のようなマッピング方程式を使用すると多種多様の異なる態様に便利である。
【００５０】
　図８、図９、図１０、図１１には、この開示に記載されている技術にしたがっているＵ
Ｅ－ＲＳリソース割り当てパターンの例が示されている。
【００５１】
　図８は、正規のＣＰを有しているサブフレームのリソースグリッド８００を示している
。水平軸８０２は時間（シンボルインデックス）を表していて、垂直軸は周波数を表して
いる。印「Ｃ」の付いているリソースエレメント（タイル）は共通リファレンスシグナル
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（ＣＲＳ）のような従来のリファレンスシグナルに割り当てられているリソースを表して
いる。Ｕ１と表示されているリソースエレメントは、２個のアンテナポートから成る第一
アンテナポートセットに割り当てられている伝送リソースである。Ｕ２と表示されている
リソースエレメントは、２個のアンテナポートから成る第二アンテナポートセットに割り
当てられている伝送リソースである。図８に示した例はランク３－４システムに対応して
いることがある。アンテナポートセットを形成しているアンテナポートは、例えば、０／
１や２／３である。アンテナポートセットの各アンテナはＵ１（またはＵ２）と表示され
ている全てのリソースを占有しているかも知れないが、二種類の伝送は符号分割（ＣＤＭ
）では直交している。
【００５２】
　図９は、１１－１２シンボルを有しているダウンリンクパイロットタイムスロット（Ｄ
ｗＰＴＳ）を備えているサブフレームのためのＵＥ－ＲＳ伝送リソース割り当ての例を示
すリソースグリッド９００である。図８のように印「Ｃ」の付いているリソースエレメン
トはＣＲＳのようなリファレンスシグナルに割り当てられている。最後の３個のシンボル
（領域９０２として示されている）はＵＥ－ＲＳには利用することができない。図８の例
と同じようにＵＥ－ＲＳは二種類のアンテナポートセット（Ｕ１およびＵ２と表示されて
いる領域）に割り当てられる。アンテナポートセットのアンテナポートは２個の連続する
ＲＥｓに占有されるかも知れないが符号分割多重伝送により直交性を維持することができ
る。
【００５３】
　図１０は、９－１０シンボルを有しているＤｗＰＴＳを備えているサブフレームのため
のＵＥ－ＲＳ伝送リソース割り当ての例を示すリソースグリッド１０００である。既に説
明したようにＵ１およびＵ２と表示されているリソースは（所定のアンテナポートセット
の）２個のＣＤＭｅｄアンテナポートによりそれぞれが共有されているかも知れない。印
１００２の付いている領域はパイロットタイムスロットなのでＵＥ－ＲＳ伝送には利用す
ることができない。
【００５４】
　図１１は、ランク５－８のＭＵ－ＭＩＭＯシステム用の正規ＣＰサブフレームのための
ＵＥ－ＲＳ伝送リソース割り当ての例を示すリソースグリッド１１００を示している。リ
ソースグリッド１１００は、ＲＥｓ３０６が四種類の異なるリソースＵ５、Ｕ６、Ｕ７、
Ｕ８に割り当てられていることを示している。個々のグループは、（例えば、２個のアン
テナポートで構成されている）アンテナポートセットに割り当てられているリソースにそ
れぞれ対応している。リソースＵ５、Ｕ６、Ｕ７、Ｕ８を用いているアンテナポートセッ
ト（例えば、領域１１０２）に割り当てられている帯域幅はサブフレーム内の２個のスロ
ットで異なっていることもあれば、４個のアンテナポートで構成されていて互いに直交的
に符号分割多重化されているアンテナポートセットにリソースＵ５、Ｕ６が割り当てられ
ていることもある。この技術分野で通常の知識を有する者であれば容易に理解することで
あるが、一つ一つのアンテナポートセットのアンテナ数やアンテナポートセットそのもの
に関しては他の様々な組み合わせが可能である。
【００５５】
　ある態様では、ＦＤＭの方式であろうとＣＤＭの方式であろうと異なるアンテナポート
間の伝送の直交性が以下に示すマッピング技術により達成される。例えば、幾つかの構想
では、ＵＥ－ＲＳ　ＲＥｓ３０６の同じ組み（例えば、図８～図１１に示されているＵ１
～Ｕ８）を共有していて符号分割多重化されている複数個のアンテナポートが一つのアン
テナポートセットとして論理的に分類される。幾つかのマッピング技術では、同じアンテ
ナポートセットのアンテナポートはマッピング後にも同じランダムシーケンスが用いられ
る。幾つかの構想では、異なるアンテナポートセットに跨って異なるランダムシーケンス
が用いられる。
【００５６】
　さらに、以下に述べるある設計技術では、異なるＰＲＢｓに亘る同じランダムシーケン
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r Ratio）の問題を緩和している。
【００５７】
　以下に説明する幾つかの設計技術では、ＵＥ－ＲＳマッピングは割り当てられているＰ
ＤＳＣＨのＰＲＢ位置に依存しているが、ＰＲＢインデックスはＣＲＳマッピングの場合
と同じように帯域幅不可知であるかも知れない。したがって、ある態様では、一台のＵＥ
１２０にサービスを提供している複数のセルのＵＥ－ＲＳ伝送は直交性が維持されるよう
に設計されている。
【００５８】
　さらに、受信機側におけるＣＲＳとＵＥ－ＲＳとの間の潜在的な混同を避けるために、
ある態様ではＵＥ－ＲＳリソース割り当てに異なるシーケンスが用いられている。
【数２２】



(25) JP 6158237 B2 2017.7.5

10

20

30

40

【数２３】



(26) JP 6158237 B2 2017.7.5

10

20

30

40

50

【数２４】

【００５９】
　式（３）ではシーリング演算（ceiling operation）も可能である。
【００６０】
　図１２は、式（１８）～式（２２）にしたがって生成されたリソースマッピング１２０
０の例を示している。リソースマッピング１２００は、シンボル位置ｋ１、ｋ２、ｋ３、
ｋ４におけるアンテナポートセット１（表１２２０）およびアンテナポートセット２（表
１２２２）への伝送リソースのマッピングを示している。一般性を失うことなく、表１２
２０の列１２０８、１２１０、１２１２および表１２２２の列１２１４、１２１６、１２
１８にそれぞれ掲載されている３個のＰＲＢｓであるｎＰＲＢ，１、ｎＰＲＢ，２、ｎＰ

ＲＢ，３において受信ＵＥ１２０に帯域幅が割り当てられているものと仮定する。３個の
ＰＲＢｓが連続していないものとさらに仮定する。３ＲＥｓ毎ＰＢ毎シンボルがＵＥ－Ｒ
Ｓに割り当てられているものとさらに仮定する。すなわち、割り当てにおける１ＲＢ（ま
たは２ＲＢｓ）の分離は、エントリ１２０１により示されているように、１２（または１
８）のオフセットを意味している。式（１８）～式（２２）にしたがって実行されるリソ
ースマッピングの次の側面は明らかであろう。
【００６１】
　最初に目に付くことは、リソースマッピング１２００ではｎＰＲＢｓが連続していない
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２０８）の終わりの「９９」から次のｎＰＲＢ，２（列１２１０）の初めの「１０７」に
変わっている。両アンテナポートセットの他のエントリ、例えば、表１２２０におけるア
ンテナポートセット１の１１１から１２５への変化および表１２２２におけるアンテナポ
ートセット２の１００から１０８への変化や１１２から１０６への変化にも同様の非連続
性が認められる。
【００６２】
　次に目に付くことは、リソースマッピング１２００ではアンテナポートセット１とアン
テナポートセット２のリソース割り当てで「割り込み（interleaves）」が行われている
ことであろう。例えば、領域１０２４で示されているアンテナポートセット１のエントリ
「１２５」および「１２７」はアンテナポートセット２の対応するシンボルおよびｎＰＲ

Ｂのエントリ「１２６」により割り込みされている。
【００６３】
　さらに目に付くことは、同じアンテナポートセットではサンプルの同一セットが異なる
シンボル全体に使用されていることであろう。例えば領域１２０６は、同じオフセット値
「１２５」、「１２７」、「１２９」がシンボルｋ３やｋ４に用いられていることを示し
ている。この特徴は、各シンボルｋ１、ｋ２、ｋ３、ｋ４および各ＰＲＢについて全エン
トリに見られる。
【数２５】

【数２６】
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【数２７】

【００６４】
　図１３は、式（２４）～式（２８）にしたがって生成されたリソースマッピング１３０
０の例を示している。リソースマッピング１３００は、図１２に示したリソースマッピン
グ１２００にある点では類似している。表１３２０はアンテナポートセット１に対応して
いて、表１３２２はアンテナポートセット２に対応している。リソースマッピング１２０
０の場合のように、表１３２０の列１３０８、１３１０、１３１２および表１３２２の列
１３１４、１３１６、１３１８にそれぞれ載っている３個のＰＲＢｓであるｎＰＲＢ，１

、ｎＰＲＢ，２、ｎＰＲＢ，３において受信ＵＥ１２０に帯域幅が割り当てられているも
のと仮定する。３個のＲＰＢｓが連続していないものとさらに仮定する。３ＲＥｓ毎ＲＢ
毎シンボルがＵＥ－ＲＳに割り当てられているものとさらに仮定する。さらに、シンボル
位置ｋ１、ｋ２、ｋ３、ｋ４で二種類のアンテナポートセットにリソースが割り当てられ
ているものと仮定する。
【００６５】
　リソースマッピング１３００はリソースマッピング１２００とは次のように異なってい
ることが分かる。帯域幅不可知ＰＲＢインデックスを用いてオフセットを導き出すことが
できるので（例えば、ｎＰＲＢが帯域幅不可知である式（２８）を参照すること）、ｎＰ

ＲＢｓ相互間の１ＲＢ（または２ＲＢｓ）分の分離は領域１３０１で示すように、例えば
、列１３０８および列１３１０の両者間で対応しているそれぞれのエントリでは６（また
は９）個のＲＢｓのオフセットになる。さらに、各シンボルの開始で異なる初期化が用い
られているかも知れないが（例えば、式（２４）参照）、複数個のアンテナポートセット
に跨ってどのシンボルにも同じオフセットを同じｎＰＲＢに用いることができる。例えば
、エントリ１３０４により示されているように、表１３２０の列１３１２とこれに対応し
ている表１３２２の列１３１８とでは、どちらのアンテナポートセット（表１３２０およ
び１３２０）のどのシンボルｋ１、ｋ２、ｋ３、ｋ４についても同一である。
【００６６】
　リソースマッピング１３００は、リソースマッピング１２００にも見られる特定の特性
を達成することができる。例えば、リソースマッピング１３００は、（例えば、エントリ
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トセットインデックスとシンボルの両者に依存している初期化がリソースマッピング１３
００に採用されているのでシンボル毎に固定されているオフセットでもリソースマッピン
グ１２００の場合のように伝送リソースを非連続的でランダムにＵＥ－ＲＳに割り当てる
ことができる。
【００６７】
　図１４は、無線通信のプロセス１４００を示すフローチャートである。幾つかの構想で
は、プロセス１４００はｅＮＢ１１０で実行される。ブロック１４０２では、アンテナポ
ートセットが１セット以上形成される。アンテナポートセットは、２個以上のアンテナポ
ートの論理グループでこれを構成することができる。アンテナポートセットのアンテナグ
ループにアンテナポートインデックスを割り当てることができる。幾つかの構想では、ア
ンテナポートインデックスの割り当ての決定はｅＮＢ１１０により実行されてＵＥｓ１２
０に伝達される。幾つかの構想では、アンテナポートセット割り当ては予め決められてい
て（may be decided a priori）ｅＮＢ１１０とＵＥｓ１２０の両者に知られている。ブ
ロック１４０４では、少なくとも部分的にはアンテナポートインデックスに基づいて伝送
リソースがＵＥ－ＲＳに割り当てられる。幾つかの構想では、この割り当てはアンテナポ
ートセットインデックスの関数である。伝送リソースの割り当てはここに述べた種々様々
な構想を選択的に用いて行われる。例えば、幾つかの構想では、式（１８）～式（２３）
に開示されているマッピングが用いられる。その結果得られるリソースマッピングは、図
１２との関連で述べたリソースマッピング１２００に様々な点で類似している。幾つかの
構想では、式（２４）～式（２８）に開示されているマッピングが用いられる。その結果
得られるリソースマッピングは図１３との関連で説明したリソースマッピング１３００に
様々な点で類似している。
【００６８】
　図１５は、無線通信装置１５００のブロック図である。装置１５００は、例えば、ｅＮ
Ｂ１１０に実装することができる。装置１５００は、アンテナポートセットを１セット以
上形成するモジュール１５０２で構成されている。アンテナポートセットは２個以上のア
ンテナポートの論理グループで構成されている。アンテナポートセットインデックスはア
ンテナポートセットのアンテナのグループに割り当てられている。モジュール１５０２は
、動作１４０２との関連で論じたようにアンテナポートインデックスに割り当てられてい
る。装置１５００は、アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいて
ユーザ機器リファレンスシグナルに伝送リソースを割り当てるモジュール１５０４を備え
ている。幾つかの構想ではこの割り当ては、アンテナポートセットインデックスの関数で
ある。モジュール１５０４は、ここに述べた様々な動作オプションにしたがって動作１４
０４を実行する。
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【数２８】

【００６９】
　図１７は、無線通信のための装置１７００のブロック図である。装置１７００は、例え
ば、ＵＥ１２０にこれを実装することができる。装置１７００は、アンテナポートインデ
ックスの割り当てを受信するモジュール１７０２を具備している。アンテナポートセット
は、２個以上のアンテナポートの論理グループで構成されている。モジュール１７０２は
、動作１６０２との関連で述べたようにアンテナポートインデックスの割り当てを受信す
ることができる。装置１７００は、ユーザ機器リファレンスシグナル（ＵＥ－ＲＳ）の伝
送を受信するモジュール１７０４をさらに備えていても構わない。この伝送は、アンテナ
ポートセットインデックスに少なくとも一部は基づいている。幾つかの構想では伝送は、
アンテナポートセットインデックスの関数である。モジュール１７０４は、ここに述べる
様々な構想オプションにしたがって動作１６０４を実行する。
【００７０】
　伝送リソースをＵＥ－ＲＳ伝送にマッピングする様々な技術を開示した。以上の開示に
は、ランダムシーケンスをシンボルの開始で初期化して、ＵＥ－ＲＳ伝送に割り当てる物
理リソース（例えば、ＲＥｓ３０６）の固定オフセットを演算する技術が含まれている。
また、シンボルの開始で固定シーケンスを初期化して、伝送に割り当てる物理リソースの
ランダムオフセットを演算する技術も開示に含まれている。ここに開示したマッピングは
、アンテナポートセットのアンテナポートから伝送される信号間における周波数および符
号の両方または一方の分割直交化を達成する。シーケンスの初期化やマッピングがＵＥｓ
１２０で行われるようにした構想もある。ＵＥ－ＲＳ伝送位置を端末で算出する（local 
calculations of UE-RS transmission locations）と言う目に付くこの機能により明確な
ＵＥ－ＲＳ位置情報をｅＮＢ１１０から受信する必要がなくなるので、この機能はＵＥ－
ＲＳ伝送をＵＥ１２０が受信する際の助けになる。
【００７１】
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　開示した技術は、ＵＥ－ＲＳを含んでいるスロットの間で変るかも知れないＵＥ－ＲＳ
マッピング密度にいずれも帰着することがさらに分かる。
【００７２】
　開示した技術は、ＵＥ－ＲＳリソースの位置がアンテナポートセットインデックスに依
存しているマッピングにいずれも帰着することがさらに理解される。ＵＥ－ＲＳマッピン
グは、サブフレームのＣＰの種類に依存している場合もあれば、サブフレームの種類（例
えば、正規のＣＰ、ＤｗＰＴＳ、リレイングバックホールサブフレーム、その他）に依存
している場合もある。
【００７３】
　開示したプロセスの諸工程に関する特定の順序や階層は典型的な取り組み方の例に過ぎ
ないことを理解されたい。プロセスの諸工程に関する特定の順序や階層は設計の好みに応
じて変えることができるが、それでも本開示の範囲に留まることを理解されたい。添付し
た方法の請求項には、様々な工程が特定の順で要素として例示されているが、これは飽く
までも例の提示であって例示されている特定の順序や階層に限定する意図などないことを
断っておく。
【００７４】
　種々様々な異なる技術や手法により情報や信号を表すことができることをこの技術分野
で通常の知識を有する者であれば誰でも知っている。例えば、以上の記述全体に亘って参
照されている可能性のあるデータ、指令、命令、情報、信号、ビット、シンボル、チップ
は、電圧、電流、電磁波、磁石の場や粒子、光の場や粒子、またはそれらの組み合わせに
よって表すことができる。
【００７５】
　ここで使用している用語「典型的な（exemplary）」は、実例、事例、例証として役に
立つことを意味している。「典型的な」ものとしてここに記載した態様や構想が他の態様
や構想よりも好ましいとか優れているとかと解釈する必要はない。
【００７６】
　ここに開示されている実施態様との関連で様々に例示した論理的なブロックやモジュー
ルや回路やアルゴリズムの工程は、電子的なハードウェアやコンピュータのソフトウェア
あるいは両者の組み合わせとして実現することができることは当業者には明らかである。
ハードウェアとソフトウェアの両者に置き換え可能であることを明らかにするためにコン
ポーネント、ブロック、モジュール、回路、工程の様々な例を一般に機能の観点から説明
した。このような機能をハードウェアとソフトウェアのいずれで実現するかはシステム全
体に課せられている特定の用途や設計の制約に基づく。ここに記載した機能を当業者であ
れば特定の用途毎に様々な方法で実現することができるが、そのような機能の実現が本開
示の範囲からの離脱であると解釈されてはならない。
【００７７】
　ここに開示した実施態様に関連して記載した論理ブロック、モジュール、回路の様々な
例は、ここに記載した諸機能を実行するようにいずれも設計されている、汎用プロセッサ
、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ：digital signal processor）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ：application specific integrated circuit）、書替え可能ゲートア
レイ（ＦＰＧＡ：field programmable gate array）または他の書替え可能論理装置、離
散的ゲートまたはトランジスタ論理、離散的ハードウェアコンポーネント、または、それ
らの任意の組み合わせで実現したり実施したりすることができる。汎用プロセッサはマイ
クロプロセッサで構わないが、その他にも任意の一般的なプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、状態装置のいずれでも構わない。プロセッサは、演算装置の組み合
わせとして実現することもできる。例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ
、複数個のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと組み合わせた１個以上のマイクロプロセッ
サ、任意の他のそのような構成として実現することができる。
【００７８】
　一種類以上の典型的な実施態様では、記載した機能はハードウェア、ソフトウェア、フ
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ァームウェア、それらの任意の組み合わせとして実現することができる。ソフトウェアと
して実現した場合には、コンピュータ可読媒体上の一種類以上の命令やコードとして諸機
能は符号化されたり記憶されたりする。コンピュータ可読媒体にはコンピュータ記憶媒体
が含まれている。記憶媒体は、コンピュータがアクセスすることのできる任意の利用可能
な媒体で構わない。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭやその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク
記憶装置や他の磁気記憶装置、所望のプログラムコードを命令やデータ構造の形式で保持
したり格納したりするために用いることができてコンピュータによりアクセスすることの
できる任意の他の媒体を含むことがあり得る。ここで使用しているディスクには綴りが「
disk」と「disc」の二種類があるが、コンパクトディスク（ＣＤ：compact disc）、レー
ザーディスク（登録商標）（laser disc）、光学ディスク（optical disc）、デジタル多
用途ディスク（ＤＶＤ：digital versatile disc）、フロッピー（登録商標）ディスク（
floppy（登録商標） disk）、ブルーレイ（登録商標）ディスク（Blu-ray（登録商標） d
isc）が含まれる。ここで、「disk」と綴られるディスクは通常はデータを磁気的に再生
し、「disc」と綴られるディスクは通常はデータをレーザで光学的に再生する。以上に述
べたものの組み合わせもコンピュータ可読媒体の範囲に含まれる。
【００７９】
　開示した実施態様に関する先の記載はこの技術分野で通常の知識を有する者が本開示を
実施したり使用したりすることができるようにするために提示したものである。当業者で
あればこれらの実施態様に様々な修正を施すことは容易であり、ここに示した一般的な諸
原理は開示の神髄や範囲から逸脱することなく別の実施態様に適用することができる。し
たがって本開示は、ここに示した諸実施態様に限定されることが意図されているのではな
くて、ここに開示した諸原理や新規な諸特徴に一致する最も広い範囲に合致することが意
図されている。
【００８０】
　上に記載した幾つかの典型的なシステムに鑑みて、開示した実体にしたがって実現する
ことのできる方法が幾つかの流れ図を参照して記載されている。説明の簡易化のために一
連のブロックとして方法の提示および説明をしたが、ここに図示したり説明したりした順
番とは異なる別の順番で実行されたり別のブロックと一緒に実行されたりするブロックも
あるので特許を請求している実体がブロックの提示順により制限されることはないことを
理解し認識していただきたい。さらに、ここに説明した方法を実現するためには例示した
ブロックが全て必要な訳ではないことも理解されたい。また、コンピュータへの移送や転
送を容易にするために、ここに開示した方法を製品に格納可能であることを認識されたい
。ここに使用した用語である製品には、コンピュータが読み取ることのできる装置や搬送
波や媒体からアクセスすることのできるコンピュータプログラムが含まれる。
【００８１】
　言及によりここに組み込んだ特許や公表やその他の開示内容は、この開示に記載されて
いる現存する定義や記述やその他の開示内容と矛盾しない範囲でのみ全体または一部がこ
こに含まれることを認識されたい。したがって、ここに明確に記載されている開示内容が
言及によりここに組み込まれている矛盾した内容に必要な範囲で取って代わる。言及によ
りここに組み込まれていても、ここに記載されている現存する定義や記述やその他の開示
内容と矛盾する内容やそのような内容の一部は組み込まれた内容と現存する開示内容との
間に矛盾が生じない範囲でのみ組み込まれるに過ぎない。
【００８２】
　以下に示す範囲を権利として請求する。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　２個以上のアンテナポートで構成されているアンテナポートセットを１セット
以上形成すること、および
　アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいてユーザ機器リファレ
ンスシグナルＵＥ－ＲＳに伝送リソースを割り当てること
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　が含まれていてマルチ入力マルチ出力ＭＩＭＯシステムで実行される無線通信方法。
［Ｃ２］　前記ＵＥ－ＲＳを伝送することがさらに含まれていて、
　アンテナポートセット内のアンテナポートからの前記ＵＥ－ＲＳ伝送が周波数領域直交
多重化（frequency domain orthogonally multiplexed）されるＣ１の方法。
［Ｃ３］　前記ＵＥ－ＲＳを伝送することがさらに含まれていて、
　アンテナポートセット内のアンテナポートからの前記ＵＥ－ＲＳ伝送が符号領域直交多
重化（code domain orthogonally multiplexed）されるＣ１の方法。
［Ｃ４］　前記ＭＩＭＯシステムが８個のアンテナポートを有していて、
　前記の形成することには、
　一対のアンテナポートから成るアンテナポートセットを４セット形成すること、および
　４個のアンテナポートから成るアンテナポートセットを２セット形成することのどちら
か一方が含まれているＣ１の方法。
［Ｃ５］　前記アンテナポートインデックスから独立しているＵＥ－ＲＳシーケンスを初
期化することがさらに含まれているＣ１の方法。
［Ｃ６］　前記割り当てることには、前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを用いて前記ＵＥ－ＲＳ
に伝送リソースをマッピングすることが含まれていて、前記マッピングが前記アンテナポ
ートセットインデックスの関数であるＣ５の方法。
［Ｃ７］　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスの前記初期化には、サービスを提供していて前記Ｕ
Ｅ－ＲＳを伝送するセルの識別（identification）を用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを
初期化することがさらに含まれているＣ５の方法。
［Ｃ８］　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスの前記初期化には、前記ＵＥ－ＲＳを伝送するシン
ボルのインデックスを用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化することがさらに含まれ
ているＣ５の方法。
［Ｃ９］　前記割り当てられた伝送リソースが異なるシンボルに跨って連続していないＣ
８の方法。
［Ｃ１０］　前記ＵＥ－ＲＳを伝送するスロット数、物理リソースブロックインデックス
、前記ＵＥ－ＲＳ伝送を受信するユーザ機器によりサポートされているアンテナポートセ
ットの最大数に前記マッピングがさらに応じているＣ６の方法。
［Ｃ１１］　前記ＵＥ－ＲＳを伝送する共通データチャネルに割り当てられている帯域幅
から前記マッピングが独立しているＣ１０の方法。
［Ｃ１２］　２個の異なる物理リソースブロックインデックスのために少なくとも２種類
の異なる物理リソース割り当てを前記マッピングが生成するＣ１０の方法。
［Ｃ１３］　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスが、共通リファレンスシグナル伝送の割り当てに
用いられる初期化シーケンスとは異なっているＣ５の方法。
［Ｃ１４］
【数２９】

［Ｃ１５］
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［Ｃ１６］　前記割り当てることには、前記アンテナポートセットインデックスを用いて
ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化することが含まれているＣ１の方法。
［Ｃ１７］　前記割り当てることには、前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを用いて前記伝送リソ
ースを前記ＵＥ－ＲＳにマッピングすることが含まれていて、前記マッピングが、前記ア
ンテナポートセットインデックスから独立しているオフセットであるＣ１６の方法。
［Ｃ１８］　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスの前記初期化には、サービスを提供していて前記
ＵＥ－ＲＳを伝送するセルの識別を用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化することが
含まれているＣ１６の方法。
［Ｃ１９］　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスの前記初期化には、前記ＵＥ－ＲＳを伝送するシ
ンボルのインデックスを用いて前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化することが含まれてい
るＣ１６の方法。
［Ｃ２０］　前記割り当てられた伝送リソースが異なるシンボルに跨って連続していない
Ｃ１９の方法。
［Ｃ２１］　前記ＵＥ－ＲＳを伝送するスロット数および物理リソースブロックインデッ
クスに前記マッピングがさらに応じているＣ１７の方法。
［Ｃ２２］　前記ＵＥ－ＲＳ伝送を受信するユーザ機器によりサポートされているアンテ
ナポートセットの最大数に前記マッピングがさらに応じているＣ１７の方法。
［Ｃ２３］　前記ＵＥ－ＲＳを伝送する共通データチャネルに割り当てられている帯域幅
から前記マッピングが独立しているＣ２１の方法。
［Ｃ２４］　２種類の異なる物理リソースブロックインデックスのために少なくとも２種
類の異なる物理リソース割り当てを前記マッピングが生成するＣ２１の方法。
［Ｃ２５］　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスが、共通リファレンスシグナル伝送の割り当てに
用いられる初期化シーケンスとは異なっているＣ１６の方法。
［Ｃ２６］
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【数３１】

［Ｃ２７］
【数３２】

［Ｃ２８］　２個以上のアンテナポートで構成されているアンテナポートセットを１セッ
ト以上形成する手段と、
　アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいてユーザ機器リファレ
ンスシグナルＵＥ－ＲＳに伝送リソースを割り当てる手段と
　を備えていて、マルチ入力マルチ出力ＭＩＭＯシステムに用いられる無線通信装置。
［Ｃ２９］　前記ＵＥ－ＲＳを伝送する手段をさらに備えていて、アンテナポートセット
のアンテナポートからの前記ＵＥ－ＲＳ伝送が周波数領域直交多重化されるＣ２８の装置
。
［Ｃ３０］　前記ＵＥ－ＲＳを伝送する手段をさらに備えていて、アンテナポートセット
のアンテナポートからの前記ＵＥ－ＲＳ伝送が符号領域直交多重化されるＣ２８の装置。
［Ｃ３１］　前記アンテナポートインデックスから独立しているＵＥ－ＲＳシーケンスを
初期化する手段をさらに備えているＣ２８の装置。
［Ｃ３２］　前記割り当てる手段が、前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを用いて前記ＵＥ－ＲＳ
に伝送リソースをマッピングする手段を備えていて、前記マッピングが前記アンテナポー
トセットインデックスの関数であるＣ３１の装置。
［Ｃ３３］　前記アンテナポートセットインデックスを用いてＵＥ－ＲＳシーケンスを初
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期化する手段をさらに備えているＣ２８の装置。
［Ｃ３４］　前記割り当てる手段が、前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを用いて前記伝送リソー
スを前記ＵＥ－ＲＳにマッピングする手段をさらに備えていて、前記マッピングが、前記
アンテナポートセットインデックスから独立しているオフセットであるＣ３３の装置。
［Ｃ３５］　２個以上のアンテナポートで構成されているアンテナポートセットを１セッ
ト以上形成することを少なくとも一台のコンピュータに行わせる命令と、
　アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいてユーザ機器リファレ
ンスシグナルＵＥ－ＲＳに伝送リソースを割り当てることを前記少なくとも一台のコンピ
ュータに行わせる命令と
　を有しているコンピュータ可読記憶媒体から成るコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３６］　２個以上のアンテナポートで構成されているアンテナポートセットを１セッ
ト以上形成したり、
　アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいてユーザ機器リファレ
ンスシグナルＵＥ－ＲＳに伝送リソースを割り当てたり
　するように構成されているプロセッサ
　を備えていて、マルチ入力マルチ出力ＭＩＭＯシステムに用いられる無線通信装置。
［Ｃ３７］　前記割り当てることには、
　アンテナポートセットインデックスから独立しているＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化す
ること、および
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを用いて前記ＵＥ－ＲＳに伝送リソースをマッピングするこ
とが含まれていて、
　前記マッピングが、前記アンテナポートセットインデックスの関数であるＣ３６の装置
。
［Ｃ３８］　前記割り当てることには、
　アンテナポートセットインデックスを用いてＵＥ－ＲＳシーケンスを初期化すること、
および
　前記ＵＥ－ＲＳシーケンスを用いて前記ＵＥ－ＲＳに伝送リソースをマッピングするこ
とが含まれていて、
　前記マッピングが、前記アンテナポートセットインデックスから独立しているオフセッ
トであるＣ３６の装置。
［Ｃ３９］　アンテナポートセットが２個以上のアンテナポートで構成されているアンテ
ナポートセットインデックスの割り当ての受信、および
　前記アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいているユーザ機器
リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳの伝送の受信が含まれていて、
　マルチ入力マルチ出力ＭＩＭＯシステムで実行される無線通信方法。
［Ｃ４０］　前記伝送の受信には、
　前記アンテナポートセットインデックスから独立しているシーケンスを初期化すること
、および
　前記初期化されたシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピングすること
　が含まれていて、前記マッピングが前記アンテナポートセットインデックスの関数であ
るＣ３９の方法。
［Ｃ４１］　アンテナポートセットのアンテナポートからの前記伝送が周波数領域直交多
重化と符号分割直交多重化の一方であるＣ３９の方法。
［Ｃ４２］　前記伝送の受信には、
　前記アンテナポートセットインデックスを用いてシーケンスを初期化すること、および
　前記初期化されたシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピングすることが
含まれていて、
　前記マッピングが、前記アンテナポートセットインデックスから独立しているオフセッ
トであるＣ３９の方法。
［Ｃ４３］　前記シーケンスの前記初期化には、サービスを提供していて前記ＵＥ－ＲＳ
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４０の方法。
［Ｃ４４］　前記伝送の受信には、
　前記アンテナポートセットインデックスを用いてシーケンスを初期化すること、および
　前記初期化されたシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピングすることが
含まれていて、
　前記マッピングが、前記アンテナポートセットインデックスから独立しているオフセッ
トであるＣ３９の方法。
［Ｃ４５］　アンテナポートセットが２個以上のアンテナポートで構成されているアンテ
ナポートセットインデックスの割り当てを受信する手段、および
　前記アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいているユーザ機器
リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳの伝送を受信する手段
　を具備していて、マルチ入力マルチ出力ＭＩＭＯシステムに用いられる無線通信装置。
［Ｃ４６］　前記の伝送を受信する手段が、
　前記アンテナポートセットインデックスから独立しているシーケンスを初期化する手段
、および
　前記初期化されたシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピングする手段
　をさらに具備していて、前記マッピングが前記アンテナポートセットインデックスの関
数であるＣ４５の装置。
［Ｃ４７］　前記の伝送を受信する手段が、
　前記アンテナポートセットインデックスを用いてシーケンスを初期化する手段、および
　前記初期化されたシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピングする手段
　をさらに具備していて、前記マッピングが、前記アンテナポートセットインデックスか
ら独立しているオフセットであるＣ４５の装置。
［Ｃ４８］　アンテナポートセットが２個以上のアンテナポートで構成されているアンテ
ナポートセットインデックスの割り当てを少なくとも一台のコンピュータに受信させる命
令、および
　前記アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいているユーザ機器
リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳの伝送を前記少なくとも一台のコンピュータに受信させ
る命令
　を有しているコンピュータ可読記憶媒体から成るコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４９］　アンテナポートセットが２個以上のアンテナポートで構成されているアンテ
ナポートセットインデックスの割り当てを受信したり、
　前記アンテナポートセットインデックスに少なくとも部分的に基づいているユーザ機器
リファレンスシグナルＵＥ－ＲＳの伝送を受信したり
　するように構成されているプロセッサを備えていて、マルチ入力マルチ出力ＭＩＭＯシ
ステムに用いられる無線通信装置。
［Ｃ５０］　前記アンテナポートセットインデックスから独立しているシーケンスを初期
化したり、
　前記初期化されたシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピングしたり
　するように前記プロセッサがさらに構成されていて、前記マッピングが前記アンテナポ
ートセットインデックスの関数であるＣ４９の装置。
［Ｃ５１］　前記アンテナポートセットインデックスを用いてシーケンスを初期化したり
、
　前記初期化されたシーケンスを用いてＵＥ－ＲＳ伝送リソースをマッピングしたり
　するように前記プロセッサがさらに構成されていて、前記マッピングが、前記アンテナ
ポートセットインデックスから独立しているオフセットであるＣ４９の装置。
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